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「日本庭園」は自然の一部を生活に取り込んだ住まいの空間として、信仰と結

びついた神秘の空間として、もてなしの心を織り込んだ愉悦の空間として、時の

当主の思いと庭匠の技術によって多様な日本庭園が創造され、日本人の歴史と

ともに歩んできた。 

ただし、近年の造園分野では、日本庭園の調査研究はさほど大きな盛り上が

りを見せていないのも実情である。そこで 2020 年度から日本庭園の伝承造園技

術、およびその人材の育成方法と技術の伝承方法に関するミニフォーラムを継

続的に開催するとともに、日本庭園の「こころ」と「わざ」に関する研究推進委員

会にて日本庭園の築造、育成、維持に関する伝承造園技術の解明を、主として

庭園関係古書の記述内容の分析と今日に現存する技術の記述の両面から整理

を図ってきた。 

2021・2022 年度では、日本庭園の伝承造園技術の全体像のリスト化を実施

し、日本庭園技術の原点である『作庭記』の内容について詳細な検討をおこな

い、その成果は学会研究推進委員会ホームページに掲載した。『作庭記』およ

びその周辺の時代状況の分析、『山水並野形図』その他の文献や海外の庭園

関係古書との比較等については検討が不十分であること、日本庭園の伝承造

園技術については、個々をより詳細に把握する必要がある。 

以上を踏まえ、本研究推進委員会では、上記の残された課題を達成するとと

もに、日本庭園の価値の普遍性を立証するため、歴史文化・芸術的アプロー

チ、技術・技能的アプローチ、経済・観光的アプローチといった多面的観点で日

本庭園の特質を明らかにすることを目的として活動を推進し、世界的視野に立

ちその価値を普及・啓発し、積極的な情報発信をおこなうことを目的とする。 

2021・2021 年度の本研究推進委員会では、日本庭園の「こころ」部会と日本

庭園の「わざ」部会の編成とし、部会ごとに活動をおこなってきた。この進め方を

今後も継続することとする。 

日本庭園の「こころ」部会については、これまで取り組んできた『作庭記』に関

する検討を時代背景も含めて進めるとともに、『山水並野形図』、『築山庭造伝』

の前編および後編について、作庭に関する空間の構成方法、表現方法、個々

の技術に関する考え方を抽出し、整理する。さらに『園冶』に代表される外国の

庭園関係古書と『作庭記』等の比較検討をおこなうことにより、世界における日本

庭園の様式上の位置づけや独自性、固有性を考察する。 

日本庭園の「わざ」部会については、伝承造園技術は「つくるわざ」と「そだて

る・まもるわざ」に区分でき、①重量物の運搬、②石の吊り上げ・据え付け、加



工、③庭園施設の材料の製造、④植木の繁殖、⑤土の仕事：地割の設定・地形

造成、⑥石の仕事：石組・石積み・飛石・石張り等、⑦水の仕事：池泉・水工、⑧

木の仕事：植木の移植・植栽、⑨庭園施設の工作、組み上げ、左官、⑩露地の

仕事（以上、つくるわざ）、⑪植木の管理、⑫庭園の管理（以上、そだてる・まもる

わざ）、の 12 種類の体系で説明でき、その中に 180 以上もの個々の技術が含ま

れる点を整理した。「わざ」部会では個々の技術について解説した「わざ」シート

の作成をおこなう。 

また、日本造園学会でも上記の活動をふまえたミニフォーラムの開催をおこな

い、会員と研究成果について共有を図るものである。 

活動２年目は、日本庭園の「こころ」部会、「わざ」部会の成果を報告書にまと

めるとともに、その内容を世界的視野も含めて発信するため、英文に翻訳する。 

さらに個々の技術の記録動画も添付資料として加え、研究成果品とする。 


